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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２０年９月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満５，３９９人（－９）

６５歳以上５，０８１人（＋３４）

平均年齢４０．３０歳

人 口 ３３，０４２人（－９）

男 １５，８９２人（＋４）

女 １７，１５０人（－１３）

世帯数 １１，９２７戸（＋１０）

平成２０年１０月１５日 発行
編集・発行

〒７７１‐１２９２
徳島県藍住町企画調整課
Tel.０８８‐６３７‐３１２４（毎月１５日発行）

印刷 徳島出版株式会社
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１０
日

上
程
議
案
等

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
老
人
保

健
事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
保

険
事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
藍
寿
苑

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
水
道
事

業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
）
補
正
予
算

◆
藍
住
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

＜

報
告＞

◆
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出

◆
平
成
１９
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告◆
平
成
１９
年
度
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比

率
の
報
告

◆
平
成
１９
年
度
下
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足

比
率
の
報
告
（
以
上
町
長
提
案
）

１８
日

一
般
質
問

古
川
義
夫
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
永
浜

茂
樹
議
員
、
西
川
良
夫
議
員
、
西
岡
恵
子
議

員
、
小
西
浩
昭
議
員
、
林
茂
議
員
の
７
氏
が

登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
（
一
般
質
問
の
内
容
は
１１
月
発
行
予

定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

２４
日

上
程
議
案
等

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

教
育
委
員
会
委
員

再
任

廣
瀬
浩
美
氏

４７
歳

勝
瑞

新
任

本
田

武
氏

６１
歳

富
吉

新
任

奥
村

葉
氏

４７
歳

徳
命

任
期
は
、
三
氏
と
も
平
成
２０
年
１０
月
１
日
〜

平
成
２４
年
９
月
３０
日

◆
地
方
の
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
整
備
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
（
議
員
提
案
）

◆
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願
書
（
請
願
不
採
択
）（
議
員
提
案
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
（
町
長
か
ら
の
諮
問
）

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
書

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成２０年第３回藍住町議会定

例会は９月１０日開会し、町長提

案の１３議案と議員提案の１議案

を原案どおり可決し、２４日に閉

会しました。

「「地地域域 IICCTT未未来来フフェェススタタ２２００００８８iinn ととくくししまま」」開開催催��
地域 ICT 未来フェスタとは、地域情報化の全国的
な推進を図ることを目的として、総務省と開催県等が
連携して開催する全国最大規模のイベントです。
テーマ ICT の未来が見
えるひかり王国とくしま
期 間 １１月７日（金）～
９日（日）の３日間
会 場 〔メイン会場〕アスティとくしま

〔サテライト会場〕阿南市／三好市／勝浦町／
上勝町／神山町／那賀町

問 地域 ICT未来フェスタ２００８in とくしま実行委員会（�６２１・３４１５）
ホームページURL http : //festa.ict-tokushima.jp

広報あいずみ■ №７７２ ２
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平成１９年度まちの台所

一一般般会会計計 歳入・歳出 決決算算報報告告
歳出 ７９億１，０８９万円歳入 ８２億５，９６５万円

実質収支に関する調書
平成１９年度の一般会計決算がまとまり、平成２０年第３回

藍住町定例議会において審議され、９月２４日に原案どおり

認定されましたので、その概要を報告（公表）します。

歳入、歳出差引額は、３億４，８７６万円であり、実質収支

は翌年度への繰越額１億４，７６９万円を除いた２億１０７万円で

す。この額の１０％２，０１０万円を財政調整基金に積立をし、

１億８，０９７万円を平成２０年度へ繰越しました。

一一般般会会計計歳歳入入

町税の内訳
町民１人当たりの町税負担額（１１９，２４６円）

地方交付税 １３億 １９７万円
地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保するた

めに、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれの財
政需要によって配分することにより地方公共団体の財源の均
衡化と財源の保障を行う制度

地 方 債 ４億９，２００万円
事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、とく

に一時に多額の資金を要するとき、これを特殊の機関によっ
て調達し、一定の約束のもとに将来、税その他の収入をもっ
て返済する義務を負うものをいう。地方債の機能として、財
政支出と財政収入の年度間調整、住民負担の世代間の調整、
国の経済政策との調整等もある

分担金及び負担金 ５，６９８万円
給食負担金、保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者

負担金及び市町村負担金、身体障害者更生援護施設入所者負
担金等

県支出金 ４億５，９７５万円
地方団体の支出する特定の経費に対して県の負担する支出

金（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）

繰入金 ５，４６２万円
特別会計からの繰入金と基金からの繰入金

繰越金 ３億１，０４３万円

国庫支出金 ４億４，９７２万円
地方団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支出

金

地方消費税交付金 ２億５，９５７万円
消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行った

額の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、県よ
り交付される

地方譲与税 １億２，１６６万円
地方税収入の１つで、もともと国税として徴収され地方公

共団体に譲与される
■自動車重量譲与税 ９，０４２万円
■地方道路譲与税 ３，１２４万円

金 額
８，２５９，６５４，１３０円
７，９１０，８９４，１４７円
３４８，７５９，９８３円

０円
１４７，６９０，０００円

０円
１４７，６９０，０００円
２０１，０６９，９８３円
２０，１００，０００円

区 分
歳 入 総 額
歳 出 総 額
歳 入 歳 出 差 引 額

（１） 継続費逓次繰越額
（２） 繰越明許費繰越額
（３） 事故繰越し繰越額

計
実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

翌年度へ繰越
すべき財源

軽自動車税 …６，６１６万円

町たばこ税……２億１，０７３万円

町民税 ……１９億１４３万円

固定資産税 ……１７億３，５６８万円

１人当たり２，０１６円

１人当たり６，４２０円１人当たり５２，８８０円

１人当たり５７，９３０円

３ №７７２■ 広報あいずみ



地方特例交付金 ３，０８０万円
恒久的な減税に伴う減収の一部を補てんするための減税補

てん特例交付金、並びに、児童手当の制度拡充が行われたこ
とから、これに伴う地方負担の増加に対応するため創設され
た児童手当特例交付金で構成され、国より交付される

使用料及び手数料 ３億７，９２５万円
住宅使用料、幼稚園授業料、福祉センター・女性センター

使用料、戸籍・事務・税務手数料、督促手数料等

利子割交付金 ２，６９０万円
利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる

個人県民税収入額の割合に応じて、県より交付される

その他 ４億 ２０１万円
■自動車取得税交付金 ４，１５５万円
県税の目的税として、道路に関する費用に充てるために

創設されたもので、市町村には税額の１００分の９５の７０％相
当額が交付される
■配当割交付金 ２，１６９万円
株式等の配当等に課税される配当割について、その３分

の２相当額が交付される
■株式等譲渡所得割交付金 １，３１１万円
株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につい

て、その３分の２相当額が交付される
■交通安全対策特別交付金 ４８７万円
■寄付金 ５０万円
■財産収入 １，６０９万円
■諸収入 ３億 ４２０万円

一一般般会会計計歳歳出出

町民１人あたりの決算額

民 生 費 ２１億６，１１１万円
町民が一定の水準の生活と安定した社会生活を保障するの

に必要な経費であり、具体的には社会福祉、身体障害者、高
齢者、児童福祉、災害救助関係の経費
■社会福祉費 ２億６，６２８万円
■老人福祉費 ４億９，７１６万円
■障害者福祉費 ３億３，２４８万円
■児童福祉費 １０億 ４２９万円
■国民年金事務取扱費 １，６２５万円
■災害救助費 －円
■住民福祉費 ７４５万円
■地域福祉推進事業費 ２１８万円

衛 生 費 １１億９，７５８万円
住民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費

で具体的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、公
害対策費等
■保健衛生費 ２億２，３３７万円
■清掃費 ９億７，４１７万円
■公害対策費 ４万円

公 債 費 １０億９，８１７万円
町が１９年度までに借入れた公債の元金、利子及び償還手数

料

教 育 費 １３億７，８４２万円
教育委員会、小・中学校、社会教育等すべての教育関係の

費用
■教育総務費 ９，９０５万円
■小学校費 １億４，１０６万円
■中学校費 ８，１４４万円
■幼稚園費 ３億 ５００万円
■社会教育費 １億４，８６８万円
■文化費 ２億 ８５１万円
■体力づくり費 ３，３６８万円
■学校給食費 ３億６，１００万円

土 木 費 ３億２，４６９万円
土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費並びに道路

橋梁費、河川費、都市計画費、災害土木関連費等
■土木管理費 ８，７１１万円
■道路橋梁費 １億１，１６４万円

●総務費…２４，７６３円

●衛生費…３６，４８６円

●諸支出金 …８，５３２円

●民生費…６５，８４１円

●農林水産業費 …３，３４８円

●商工費 ……３３８円

●土木費 …９，８９２円

●教育費…４１，９９５円

●労働費 ……４８０円●議会費 …３，２１５円●公債費…３３，４５７円●消防費…１２，６６９円

広報あいずみ■ №７７２ ４
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��������������������������������������������主主なな財財政政指指数数等等（（平平成成１１９９年年度度普普通通会会計計決決算算））■■歳歳出出のの性性質質別別内内訳訳（（平平成成１１９９年年度度普普通通会会計計決決算算））

平平成成２２００年年度度藍藍住住町町職職員員等等のの給給料料（（報報酬酬））ににつついいてて

■河川費 １，１２７万円
■都市計画費 ６，１６３万円
■住宅費 ５，３０４万円

総 務 費 ８億１，２８０万円
行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理に要する

経費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙、交通安全等に要する
経費
■総務管理費費 ５億７，２７８万円
■徴税費 １億６，３３４万円
■戸籍住民基本台帳費 ４，７７１万円
■選挙費 ２，６３５万円
■統計調査費 １８７万円
■監査委員費 ７５万円

農林水産業費 １億 ９８９万円
農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政経費、

農業振興指導に関する事項で生産及び出荷対策、農業土木、
農業構造改善、畜産振興等の経費

消 防 費 ４億１，５８４万円
松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合の負

担金の他、消防施設や災害対策の経費

議 会 費 １億 ５５２万円
議会活動に要する経費で、主に議員の報酬及び費用弁償、

委員会の運営費及び分担金等

労 働 費 １，５７４万円
労働者のための各種施設（勤労女性センター、勤労青少年

ホーム）の管理に要する経費、各種講座等経費

商 工 費 １，１１０万円
商工業の振興、その他観光事業等の経費

諸支出金 ２億８，００３万円
事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等

※町民１人当りの町税及び支出は平成１９年４月１日現在の
人口３２，７９０人によります

※表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が
一致しない場合があります

（平成２０年４月１日現在）

部部門門別別職職員員数数のの状状況況
（平成２０年４月１日現在）

※財政危機の応急対策として上記給料（報酬）月額から町長７％、副町
長５％教育長５％を減額支給しています。（ ）内は減額後の額

職員の平均年齢
一般行政職 ４４．４歳 技能労働職 ４９．４歳
初任給基準（一般行政職）
大卒 １７２，２００円 短大卒 １５２，８００円 高校卒 １４０，１００円

投資的経費７．５％

義務的経費
４７．８％

その他の経費
３９．８％

５億５，８８９万円

２０億 ２１２万円

３億６，２６６万円

１１億８，１６４万円

１４億９，３２０万円

６，６７０万円

５億５，６０４万円

１億４，３０２万円

１２６万円

６億９，５４３万円

投資的経費（普通建設事業費）

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

積 立 金

投資・出資及び貸付金

繰 出 金

対前年
増減数

０

△５

△４

△９

職員数（人）

平成２０年度

１７１

６５

３９

２７５

平成１９年度

１７１

７０

４３

２８４

区 分

一 般 行 政 部 門

教 育 関 係 部 門

水道・藍寿苑他特別会計部門

合 計

期末・勤勉手当
（＊は、期末手当のみ）

計

３．３月

３．３月

３．３月

３．３月

３．３月

３．３月

４．５月

１２月

１．７月

１．７月

１．７月

１．７月

１．７月

１．７月

２．３５月

６月

１．６月

１．６月

１．６月

１．６月

１．６月

１．６月

２．１５月

給料（報酬）
月 額
（円）

７９３，０００（７３７，４９０）

６３４，４００（６０２，６８０）

５８６，８００（５５７，４６０）

３３３，０００

２７７，５００

２２２，０００

３３３，７００（平均）

特別職定員数
及び職員数
（人）

１

２

１

１

１

１４

２７５

区 分

＊町 長

＊副町長

＊教育長

＊議 長

＊副議長

＊議員職員

職 員

８８．３０％

１４．６０％

１０．４０％

０．７３４

５５億７，６７１万円

２５億６，７７３万円

７１億７，７０２万円

経常的な経費のために、経常的な一般財源
がどれだけ充用されたかを示す比率です。こ
の比率が低い団体の財政構造は、弾力性があ
ると考えられ、普通７０～８０％が標準的とされ
ています。

標準的な状態で通常収入されるであろう経
常的な一般財源総額に占める公債費（借入金
の元金と利子の支払いに要する経費）の一般
財源所用額の比率です。この比率が高い団体
については公債費の増加に歯止めをかけ財政
構造の健全性を確保する必要があります。

平成１８年４月に地方債制度が許可制度から
協議制度に移行したことに伴い導入された指
標であり、公債費による財政負担の程度を示
すもの。従来の起債制限比率に公営企業（特
別会計）の公債費への繰出金、一部事務組合
の公債費負担金等の公債費類似経費を参入し
ている、この比率が１８％以上の団体は、県の
許可が必要となる。

基準財政需要額（その地方公共団体が合理
的かつ妥当な水準の行政を行い、又は施設を
維持するために必要な財政需要の額）に対す
る、基準財政収入額（その地方公共団体が通常
標準的に徴収し得るであろうと考えられる税
収入の７５％と地方譲与税の合計額）の割合で、
通常３か年度の平均値を使用し、地方公共団
体の財政力の強弱を示す指標として用いられ
ます

その地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的な一般財源の規模を
表します。これは、標準的な行政活動を行う
ために必要な経常的な一般財源の総量を示す
ものですので、財政分析や財政運営の指標の
算出のために利用されることが多くあります。

経常収支比率

公債費比率

実質公債費比率

財政力指数

標準財政規模

積立金現在高

地方債残高
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平成１９年度 特別会計決算状況

実質収支に関する調書

平成１９年度一人当たりの医療費（近隣町村との比較） （単位：円・％）

老人保健一人当たりの医療費

実質収支に関する調書

平成１９年度１人当たりの介護給付費

実質収支に関する調書

対前年度比
１０５．８５
１０３．７４
１０５．８３

県下平均

２９７，６９５
４４６，３２０
８６４，３６０

対前年度比
１１１．４８
１１７．３８
１０５．１１

C 町

２６７，５０４
４５３，９７２
８５１，４５５

対前年度比
１０５．８９
１１２．０８
１０３．７５

B 町

２３０，５３４
４５１，２２８
９１３，０９４

対前年度比
１０９．３２
１０５．６２
１１３．７９

A 町

２７４，２１０
４３５，５０９
８５０，３３８

対前年度比
１０３．５５
１０７．６５
１０２．２９

藍住町

２２４，４２３
４５９，６１０
８２８，７４１

若 人
退 職 者 等
老 人

金 額
１，７６０，９７４，１９２円
１，７２３，３５９，２７４円
３７，６１４，９１８円

０円
０円
０円
０円

３７，６１４，９１８円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

対前年度比
１０２．３％
１０８．２％
１０３．０％
１１７．２％
１０５．７％

平成１９年度
８２５，９８４円
８５７，４７９円
９２６，２１２円
９０１，１２１円
８６６，４５３円

藍 住 町
A 町
B 町
C 町
県 下 平 均

金 額
２，９９５，８３５，３８３円
２，７０２，２０７，６５０円
２９３，６２７，７３３円

０円
０円
０円
０円

２９３，６２７，７３３円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
１，６４２，１９２，７９７円
１，５６８，１９４，７７９円
７３，９９８，０１８円

０円
０円
０円
０円

７３，９９８，０１８円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

施設介護
３，３８０，０７１
３，４６８，１３４
３，３０９，７６８
３，２１９，９０７

居宅介護
１，２０６，０４４
１，１４６，７５４
１，１６０，５１３
９８４，８６７

藍 住 町
A 町
B 町
C 町
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実質収支に関する調書

実質収支に関する調書

実質収支に関する調査

金 額
１１，１５２，０００円
１１，０１１，２５９円
１４０，７４１円

０円
０円
０円
０円

１４０，７４１円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
３０４，５２７，２５９円
２７８，５７８，８２５円
２５，９４８，４３４円

０円
０円
０円
０円

２５，９４８，４３４円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
６０７，１１６，９９６円
５９９，９２７，０９７円
７，１８９，８９９円

０円
０円
０円
０円

７，１８９，８９９円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
保険料納付のお知らせ
納付書が届いている方は、納期までに必ず納めてください。

長寿医療制度は公費や後期高齢者支援金のほか、被保険者一人ひとりに納めていただく保険料で運営されて

います。

平成２０年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期

納期限は各月の末日になります。ただし、そ

の末日が土曜日、日曜日及び休日（祝日）の

場合は、次の平日が納期限となります。

○ 一人当たり定額の保険料が７割軽減されていた方で、８月まで年金からお支払いいただいた方は、１０月以

降、年金からのお支払いはありません。納付書等によりお支払いいただいている方の保険料も、同程度軽減さ

れます。

○ 保険料は、お支払いの手間をおかけしないよう、原則として年金からお支払いいただくこととしています。

次の方は、１０月から、年金からのお支払いに替わります。

① 被用者保険の被保険者であった方

（納付書等によるお支払いから、年金からのお支払いに替わります。）

② 被用者保険の被扶養者であった方

（初めて保険料をご負担いただくため、４月から９月までは保険料の負担がありませんでした。１０月から、

本来の保険料額の９割は軽減され、１割のご負担となります。）

※ ただし、次のいずれかに該当する方は、年金からのお支払いではなく、納付書等でお支払いいただくこと

となります。

① 年金額が年額１８万円（月額１万５千円）未満の方

② 介護保険の保険料と長寿医療制度の保険料の合計額が、年金額の１／２を超える方

○保険料の納付が困難な場合などはご相談ください

災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を納めることが困難な方につい

ては、保険料が減免となる場合がありますので、お早めにご相談ください。

○健康診査の受診は、お早めに

現在、健康診査の対象となる方にお送りしております健康診査受診券には、有効期限があります。受診券の

有効期限をご確認の上、必ず有効期限内に受診するようにしてください。

問 保険料について 税務課 �６３７・３１１７ 医療について 保健衛生課 �６３７・３１１５

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

町
県
民
税
（
３
期
）
・
国
民
健
康
保
険
税

（
４
期
）
・
介
護
保
険
料
（
４
期
）
の
納
期

限
は
１０
月
２７
日
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
３
期
）
の
納

期
限
は
１０
月
３１
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
方

は
１０
月
受
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

ご
み
集
積
所
等
に
出
さ
れ
た
資
源
物
（
新

聞
紙
・
ア
ル
ミ
缶
等
）
が
第
三
者
に
持
ち
去

ら
れ
て
し
ま
う
行
為
が
頻
発
し
、
苦
情
や
取

締
り
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
前
日
の
夜
に
持

ち
去
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
朝

８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

資資
源源
物物
のの
持持
ちち

去去
りり
防防
止止

８期

３月

７期

２月

６期

１月

５期

１２月

４期

１１月

３期

１０月

２期

９月

１期

８月
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平
成
１９
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
前
年
度
決
算
に
基
づ
い

た
新
し
い
財
政
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早

期
健
全
化
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
た
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主

的
か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
藍
住
町
の
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
を
左
表
の
と
お
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
本
町
の
平
成
１９
年
度
決
算
に
よ
る

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
財
政
改
革
を

進
め
て
い
る
効
果
が
表
れ
、
全
て
の
指
標
に

お
い
て
基
準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平平
成成
１１９９
年年
度度
決決
算算
にに
基基
づづ
くく
健健
全全
化化
判判
断断
比比
率率
・・
資資
金金
不不
足足
比比
率率

◎健全化判断比率

◎資金不足比率

財政用語の説明
実 質 赤 字 比 率・・一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対

する比率。
連結実質赤字比率・・一般会計及び特別会計における実質赤字額の標準財

政規模に対する比率。
実質公債費比率・・一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準

財政規模に対する比率。
将 来 負 担 比 率・・一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財

政規模に対する比率。
資 金 不 足 比 率・・公営企業会計における資金不足額の事業規模に対

する比率。
標 準 財 政 規 模・・藍住町が標準的な状態のとき、通常収入されると

考えられる経常的一般財源の規模。（標準税収入額
＋普通交付税＋地方譲与税）

町
で
は
、
臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
職
員
等
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

１

職
務
内
容

一
般
事
務
、
看
護
師
（
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
含

む
）、保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、調
理
員
、介
護

員
、
作
業
員（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）な
ど

２

資

格

看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
資
格
を
有
す
る
方

○
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

原
則
と
し
て
６０
歳
未
満

○
一
般
事
務
・
調
理
員
・
介
護
員
・
作
業
員

原
則
と
し
て
６５
歳
未
満

※

藍
住
町
の
町
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

３

賃

金
〈
２０
年
度
参
考
・
日
額
〉

６
、
５
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、

介
護
員
、
発
掘
作
業
員

７
、
１
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

８
、
６
０
０
円
…
看
護
師
、
ゴ
ミ
収
集
作

業
員

４

登
録
有
効
期
間

平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２２
年
３
月
３１

日
ま
で

５

採
用
時
期

平
成
２１
年
４
月
１
日
以
降
、
必
要
に
応
じ
て

随
時

６

登
録
方
法

市
販
の
Ａ
４
版
履
歴
書
１
通
（
写
真
貼
付

の
も
の
）
お
よ
び
藍
住
町
の
町
税
等
に
関
す

る
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」
を

総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
」
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
看
護
師
に
つ

い
て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
※

履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
※

「
町
税
等
の
納

税
状
況
調
査
同
意
書
」
の
様
式
は
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

７

受
付
期
間

１０
月
１６
日
（
木
）
〜
１１
月
１４
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

８

採
用
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
（
採
用
す
る
場
合

の
み
連
絡
し
ま
す
）

９

そ
の
他

○
平
成
２０
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２１
年
度
も
新
し

く
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１０

お
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
１－

１
２
９
２
板
野
郡
藍
住
町
奥
野

字
矢
上
前
５２
番
地
１

問
総
務
課
（
�
６
３
７・

３
１
１
１
）

平平
成成
２２１１
年年
度度

藍藍
住住
町町
臨臨
時時
職職
員員
募募
集集

備 考

実質黒字額
２０１，０７０千円
連結実質黒字額
１，３１６，５１３千円

早期健全化基準

１４．５％

１９．５％

２５．０％

３５０．０％

平成１９年度

－％

－％

１０．４％

３６．４％

指 標

① 実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

備 考

資金剰余額
６３８，９４８千円
資金剰余額
７，１９０千円

経営健全化基準

２０．０％

２０．０％

平成１９年度

－％

－％

特別会計の名称

①水道事業会計

②下水道事業会計
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１０
月
１１
日
（
土
）
か
ら
１０
月
２０
日
（
月
）

ま
で
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
全
国
地
域
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り

の
防
犯
を
見
直
し
、
み
ん
な
で
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
自
転
車
盗
・
車
上
ね
ら
い
被
害
防
止

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
必
ず
カ
ギ
か
け

し
、
貴
重
品
の
置
き
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

②
住
宅
対
象
の
侵
入
犯
罪
被
害
防
止

「
確
実
な
戸
締
ま
り
」
と
と
も
に
、
「
近

所
の
方
々
と
の
協
力
の
和
」
で
被
害
防
止
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

③
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

振
り
込
む
前
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
被
害

は
防
げ
ま
す
。

④
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

子
ど
も
た
ち
の
周
り
を
う
ろ
つ
く
不
審
者

が
い
た
ら
、
声
を
か
け
、
警
察
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
板
野
警
察
署（
�
６
７
２
・
０
１
１
０
）

みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
ろろ
うう
安安
心心
のの
まま
ちち

町
で
は
、
こ
の
た
び
藍
住
町
が
参
加
し
て

い
る
「
徳
島
東
部
地
域
子
育
て
支
援
推
進
協

議
会
」
で
、
同
地
域
内
に
所
在
等
す
る
従
業

員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
表
彰
す
る

た
め
、
対
象
と
な
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
企
業

徳
島
東
部
地
域
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事

業
所
を
置
く
中
小
企
業
（
常
時
雇
用
者

３
０
０
人
以
下
。
期
間
雇
用
、
季
節
的
業
務

雇
用
を
除
く
）
で
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
に
定
め
る
「
一
般
事
業
主
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
徳
島
労
働
局
に
届
出
を

し
て
い
る
企
業

◆
応
募
方
法

公
募
制
（
自
薦

・
他
薦
を
問
わ
な

い
）応

募
・
推
薦
書

等
に
一
般
事
業
主

行
動
計
画
書
の
写

し
等
を
添
付

◆
募
集
期
間

１０
月
１５
日
（
水
）
〜
１１
月
１４
日
（
金
）

申
・
問
福
祉
課（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

（
�
６
３
７
・
３
１
５
０
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

子子
育育
てて
応応
援援
優優
良良
企企
業業
のの
表表
彰彰

平
成
２０
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
１１
月
１１
日

（
火
）
午
前
１０
時
か
ら
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役

場
４
階
）
で
行
い
ま
す
。
新
し
く
藍
住
町
に

転
入
さ
れ
た
戦
没
者
遺
族
の
方
は
、
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

申
・
問
福
祉
課（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

戦戦
没没
者者
追追
悼悼
式式
〜〜
１１１１
月月
１１１１
日日
（（
火火
））
〜〜

社
会
保
険
庁
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動
預

け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
、
振
り

込
み
を
行
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
振
り
込
め

詐
欺
」
の
被
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま

す
。当

県
に
お
い
て
も
、
社
会
保
険
事
務
所
職

員
等
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
等
の
事
例
が
頻

発
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
事
務
所
等
が
還
付
金
等
を
支
払

う
場
合
に
、
職
員
が
直
接
電
話
し
て
ご
本

人
様
に
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
へ
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
を
操
作
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
書
類

に
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
送
付
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
具
体
例
】

①
社
会
保
険
庁
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
医

療
費
や
年
金
保
険
料
を
払
い
戻
す
の
で
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て
指
定
の
電
話

番
号
に
電
話
す
る
よ
う
に
」
と
の
電
話
が

あ
っ
た
。

②
社
会
保
険
庁
Ｉ
Ｃ
管
理
局
よ
り
、
「
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
制
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、
特
別
年

金
を
給
付
す
る
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る

書
類
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
記
入
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
と
も

に
返
送
す
る
よ
う
に
。」と
の
文
書
が
送
付

さ
れ
た
。

社
会
保
険
庁
お
よ
び
社
会
保
険
事
務
局
・

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
と
名
乗
っ
た
電
話

や
訪
問
で
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
場
で
は
対
応
せ
ず
に
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
・
国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問
す

る
場
合
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
を
提
示
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

社社
会会
保保
険険
庁庁
をを
装装
っっ
たた
不不
審審
なな

電電
話話
等等
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。

広報あいずみ■ №７７２１０



＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

消
火
器
は
一
般
家
庭
に
設
置
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
火
災
は
お
そ
ろ
し
い
も
の

で
す
。
ご
家
庭
の
財
産
ば
か
り
で
な
く
命

ま
で
も
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
日
頃
か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
も
し
火
災
に

見
舞
わ
れ
た
場
合
の
た
め
に
、
ご
家
庭
に

消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語

「
火
の
し
ま
つ
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る
」

問
板
野
東
部
消
防
組
合

（
�
６
９
８
・
０
１
１
９
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

１１
月
９
日
〜
１１
月
１５
日

ごご
家家
庭庭
にに
消消
火火
器器
をを
備備
ええ
まま
しし
ょょ
うう

○ホームゲームご案内

１０月１８日（土）１４：００～ vsヴァンフォーレ甲府

１１月９日（日）１３：００～ vsモンテディオ山形

○試合会場 ポカリスエットスタジアム

９
月
１５
日
、
第
３２
回
敬
老
の
つ
ど
い
が
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
招
待
者
や
来
賓
な

ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
前
に
は
藍
住
東
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
演
奏
、
南
小
学
校
児
童
に
よ
る
エ
イ

サ
ー
の
踊
り
、
剣
舞
等
が
披
露
さ
れ
、
出
席

者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
石
川
町

長
か
ら
「
生
涯
を
通
じ
健
や
か
に
そ
し
て
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
い
、
今
後
も
健
康
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
２１
組
）、金
婚

（
７９
組
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
、
祝
い
状
と

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
南
小
学
校
４
年

生
の
久
禮
羽
心
君
、
大
和
千
夏
さ
ん
か
ら
出

席
者
代
表
へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
小
６
年
生
の
田
中
真
帆
さ
ん
か
ら
「
畑

仕
事
に
頑
張
っ
て
い
る
祖
父
、
家
事
全
般
を

こ
な
し
て
い
る
祖
母
。
２
人
を
見
て
自
分
も

勉
強
や
手
伝
い
を
頑
張
ろ
う
と
思
う
。
お
体

を
大
切
に
し
て
、
今
ま
で
の
貴
重
な
経
験
を

こ
れ
か
ら
も
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
招
待

者
を
代
表
し
て
、
西
條
尊
男
氏
か
ら
「
皆
さ

ま
か
ら
温
か
い
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
喜
び
を

か
み
し
め
る
と
と
も
に
健
康
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
町
が
益
々
発
展
す
る

よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

町
内
最
高
齢
者

今
村
ト
ク
さ
ん
（
徳
命
・
明
治
３８
年
９
月

１８
日
生
ま
れ
・
１
０
２
歳
）

男
性
最
高
齢
者

四
宮
幸
男
さ
ん
（
徳
命
・
明
治
４０
年
５
月

２２
日
生
ま
れ
・
１
０
１
歳
）

町
内
１
０
０
歳
以
上
の
方

男
性

１
人

女
性

７
人

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
のののののののののののののののののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

町長挨拶

代表謝辞花束贈呈
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しぶ ぞめ い っ き

渋渋染染一一揆揆 ～～渋渋染染一一揆揆資資料料館館をを訪訪ねねてて～～
７月中旬，ここ数年来の望みであった岡山市「渋染一揆の地」を訪れることがで

きました。他の研修と一緒であったため十分な時間はとれなかったのですが，現地

の神下（こうのした）人権交流学習センターで，一揆について話を聞くことができ

ました。

渋染一揆とは

江戸時代末期の岡山藩では財政が苦しくなり，農民からたくさんの年貢を取り立
いっとうおんけんやく お ふれがき

てるために厳しい倹約の命令【一統御倹約御触書（１８５５年）】を出しました。ところ
お ふれがき

が，その御触書のなかで，別の身分とされていた部落の人たちに対しては，さらに
べつだん お ふれがき

【別段御触書】という不合理な特別の決まりを押しつけようとしたのです。この御

触書の内容からも，これらの決まりを強要しなければ区別ができないほど，当時の

被差別部落の人々が他の身分の人々と経済的，文化的な差がなかったことが読みと

れます。

【【別別段段御御触触書書】】
●●着着るる物物はは，，無無地地のの渋渋染染（（茶茶色色））かか，，藍藍染染（（紺紺色色））にに限限るる。。ままたた，，紋紋付付ききはは着着ててははななららなないい。。

げ た

●●雨雨降降りりのの日日はは，，村村内内でではは下下駄駄ををははくくここととをを許許すすがが，，知知りり合合いいののおお百百姓姓にに出出会会っったた
はだ し

ととききはは，，下下駄駄をを脱脱いいででああいいささつつををすするるこことと。。他他村村にに出出かかけけるるととききはは，，裸裸足足ととすするる。。
●●年年貢貢ををききちちんんとと納納めめたた家家のの女女子子はは，，粗粗末末なな雨雨ががささををささすすここととをを許許すす。。

渋染一揆とは，この差別法令に対して，藩内の５３部落が一致団結して撤回を求め
たんがんしょ

て起こした闘いで，歎願書運動から始まり強訴（直訴）した生命と百姓としての誇

りをかけた権力との闘いでした。武器を持たず獄死させられるという犠牲を払いま

したが，その要求を貫いた画期的な一揆です。

渋染一揆資料館にて
たんがんしょ

資料館には，渋染・藍染等の着物の展示や略年表，歎願書が展示してありました。
たんがんしょ

歎願書は，実に道理が通った解りやすい文で書かれ，特に印象に残りました。

○高い年貢の土地や荒れた田等の困難な土地も耕し，昼夜働いて年貢を納めて

おり，お百姓と差別されるいわれがありません。

○心得違いの者を自分の村から出さないように，他からの侵入者からも村を守

る体制を整えています。

○着物は贅沢ではなく，ただ絞が入っていれば急なときにみんなで貸し借りが

でき，なおかつ年貢の足らない時には質草になります。

○このような差別を押しつければ，みんなが働く意欲を失って年貢を納められ

なくなり，藩主も困ることになります。

この百姓としての自負が，差別倹約令を受け付けぬ強い原動力になりました。

終わりに

渋染一揆において，道理をわきまえた良き指導者を中心に団結し，不当な上にさ

らに不当な扱いに否と立ち上がった人々。

今を生きる私たちも，彼らの生き方から学ぶべきではないでしょうか。

おはなし「ぱれっと」 徳元 月美

人権標語

藍住西小学校児童作品

手
を
つ
な
ぎ

心
一
つ
に

明
る
い
和

６
年

村
上

絢
香

僕
達
は

人
の
お
も
ち
ゃ
じ
ゃ

な
い
ん
だ
よ

６
年

柴
田

晴
夏

あ
り
が
と
う

言
葉
で
つ
な
ぐ

心
の
輪

６
年

楠
本

百
菜

大
切
な

友
だ
ち
の
輪
を

つ
く
ろ
う
よ

６
年

齋
藤
も
も
子

い
じ
め
な
ん
か

人
に
は
必
要
の

な
い
も
の
だ

６
年

矢
野
く
る
み

べべつつだだんん おお ふふれれががきき

広報あいずみ■ №７７２１２



募募

集集

英英
会会
話話
講講
座座

受
講
期
間

１１
月
１２
日
（
水
）
〜

平
成
２１
年
３
月
２５
日
（
水
）

【
初
級
】
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
〜
８
時

※
英
会
話
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

【
中
級
】
毎
週
水
曜
日

午
後
８
時
１５
分
〜

９
時
１５
分

※
日
常
英
会
話
の
講
座
で
す
。

受
講
資
格

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
２０

歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研
修

室定

員

各
１５
人

受

講

料

３
、
０
０
０
円
（
教
材
費
別
）

申
込
期
間

１０
月
１６
日
（
木
）
〜
２２
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
抽
選
後
、
当
選
者
に
は
１０
月
３１
日
（
金
）

ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。
（
初
め
て
の

方
を
優
先
）

申
・
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
�
６
３
７
・
３
１
３
０
火
曜
日
休
館
）

教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

火
曜
日
の
み
教
育
委
員
会
で
受
け
付
け
し
ま

す
。第第

３３５５
回回

新新
人人
卓卓
球球
大大
会会

日

時

１１
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
・
混
合
の
区
別

な
し
）
リ
ー
グ
戦

シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
個
人
戦

小
学
生
個
人
戦

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
者

参

加

料

１
人
５
０
０
円
（
出
場
種
目
シ

ン
グ
ル
、ダ
ブ
ル
ス
関
係
な
し
）

申
込
締
切

１０
月
２４
日
（
金
）

申
・
問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

参参
加加
しし
よよ
うう
！！
！！
ハハ
ロロ
ウウ
ィィ
ンン

開

催

日

１１
月
２
日
（
日
）

集
合
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

（
午
後
０
時
１０
分
ま
で
に
仮
装
し
て
集
ま

っ
て
く
だ
さ
い
。）

内

容

「
商
工
藍
ラ
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
出
演
（
午
後
０
時
５０
分
〜
１
時
５
分
）

み
ど
り
の
広
場
ス
テ
ー
ジ
で
仮
装
行
列
を

行
い
ま
す
。

定

員

先
着
５０
人

参

加

費

無
料

主

催

藍
住
町
読
書

活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
よ
み
っ
こ
」

★
お
み
や
げ
が
あ
る
よ
。

★
雨
天
の
場
合
は
町
民
会
館
。

申
・
問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

県県
スス
ポポ
ーー
ツツ
夢夢
タタ
ウウ
ンン
づづ
くく
りり
支支
援援
事事
業業

みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
会会

「
勝
瑞
城
址

ぽ
っ
く
り
地
蔵
を
歩
く
」

※
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
。
お
弁
当
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

日

時

１０
月
１９
日（
日
）午
前
９
時
４５
分

〜
午
後
１
時（
午
前
１０
時
出
発
）

集
合
場
所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参
加
費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

＊
９
時
４５
分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

す
。

＊
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

おお
でで
かか
けけ
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ

「「
秋秋
のの
京京
都都
・・
上上
賀賀
茂茂
神神
社社
かか
らら
御御
所所
へへ
」」

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
バ
ッ
ク
に
秋
の
京
都
を

満
喫
し
ま
す
。
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
お

申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

日

時

１１
月
８
日
（
土
）

午
前
６
時

３０
分
出
発
（
午
後
６
時
３０
分
帰

町
予
定
）

行

先

京
都
（
上
賀
茂
神
社
か
ら
植
物

園
、
京
都
御
所
ま
で
）

集
合
場
所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

定

員

４０
人
（
先
着
順
）

対

象

者

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員

参

加

費

４
、
５
０
０
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
所
窓
口
ま
で

申
込
期
間

１０
月
１７
日
（
金
）
〜
３１
日
（
金
）

＊
６０
歳
以
上
の
方
は
植
物
園
の
入
場
料
免
除

が
あ
り
ま
す
の
で
当
日
証
明
書
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
・
問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板

どんな仮装を
してきてくれる
のかな～？
待ってるよー！

１３ №７７２■ 広報あいずみ



秋秋
のの
軽軽
登登
山山

――
雲雲
早早
山山
――

日

時

１１
月
１５
日
（
土
）

午
前
６
時
３０
分
出
発

集
合
場
所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

参

加

費

４
、
０
０
０
円

定

員

２０
人

対

象

者

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

（
団
体
会
員
も
可
）

申
込
締
切

１１
月
７
日
（
金
）

＊
日
帰
り
登
山
の
で
き
る
健
康
な
方

＊
参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
さ
わ
や
か
な
季
節
に

い
い
汗
か
こ
う
！
�

日

時

１０
月
２７
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

参
加
費

無
料
（
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

健健
康康
づづ
くく
りり
講講
習習
会会

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
西
部
地
区
】

日

時

１０
月
２６
日
（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
開
会
式

場

所

西
部
児
童
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

内

容

西
部
地
区
運
動
会

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

＊
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
種
目
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

＊
減
塩
み
そ
汁
の
試
食
が
あ
り
ま
す
。

【
東
中
富
地
区
】

日

時

１１
月
１０
日
（
月
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

東
中
富
老
人
憩
の
家

内

容

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
健
康

料
理
の
試
食
会

定

員

２５
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限

１０
月
３１
日
（
金
）

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

秋秋
のの
ババ
ララ
まま
つつ
りり

期期

間間

１０
月
１８
日
（
土
）
〜
２６
日
（
日
）

バ
ラ
園
で
は
、
約
２
７
０
種
類
、
１
０
０

０
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
豊
潤
な
バ
ラ
の

芳
香
が
園
内
に
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
バ
ラ
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
緑
の
広
場
前

駐
車
場
・
町
民
プ
ー
ル

跡
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

開
催

１９
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

勝勝
瑞瑞
学学
アア
カカ
デデ
ミミ
ーー

平平
成成
２２００
年年
度度

第第
３３
回回
講講
座座

テテ
ーー
ママ

「
中
世
食
の
彩
り
と
生
活
」

日日

時時

１１
月
３
日
（
月
）

場場

所所

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

日日

程程

午
後
１
時
か
ら
受
付

広報あいずみ■ №７７２１４
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午
後
５
時
１０
分
終
了
予
定

講講

演演

「
中
世
の
食
文
化
と
地
域
性
〜
戦

国
武
将
の
食
生
活
と
瀬
戸
内
の
産
物
」

〔〔
講講

師師
〕〕
江
後
迪
子
氏
（
元
別
府
大
学
短

期
大
学
部
教
授
）

報報

告告「（
仮
題
）
絵
巻
物
・
文
学
作
品
か
ら

み
た
中
世
の
生
活
と
文
化
」

〔〔
講講

師師
〕〕
五
味
文
彦
氏
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

主主

催催

県
教
育
委
員
会

共共

催催

町
教
育
委
員
会

問
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
�
６
２
１
・
３
１
６
４
）

教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
第
４
回
目
講
座
（
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
は
平
成
２１
年
３
月
１５
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
等
に
置

い
て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
守
護
町
勝
瑞
遺
跡

H
P
http
://w
w
w
15.ocn.ne.jp/

〜shouzui/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経経
営営
セセ
ーー
フフ
テテ
ィィ
共共
済済（（
中中
小小
企企
業業
倒倒
産産

防防
止止
共共
済済
制制
度度
））・・
小小
規規
模模
企企
業業
共共
済済
制制
度度

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引
先
の
突

然
の
倒
産
が
原
因
で
経
営
悪
化
の
危
機
に
直

面
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守

る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
掛
金
の

１０
倍
の
範
囲
内
（
最
高
３
、
２
０
０
万
円
）

で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
借
り
入
れ
が
可
能

で
す
。
毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経
費

ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

＊
制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人
事
業
主

ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め

ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安

定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得

控
除
。
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り

ま
す
。

＊
制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と
加
入
申

込
は
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
青
色
申
告

会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の
窓
口
で
取
り
扱

い
を
し
て
い
ま
す
。

問
共
済
相
談
室

（
�
０
５
０
・
５
５
４
１
・
７
１
７
１
）

H
P
http
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w
w
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日

時

１０
月
２６
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
開
会
式

場

所

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
、
町
民
体
育
館
）

参
加
方
法

１

受
付
で
ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も

ら
う
。
（
１
人
１
枚
）
午
前
８
時
３０
分

か
ら

２

競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
う
。

◎
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン
プ
！

３

午
前
１１
時
３０
分
か
ら
受
付
で
ラ
リ
ー
カ

ー
ド
を
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
交
換

※
種
目
の
ス
タ
ン
プ
が
５
コ
以
上
で
ビ
ン
ゴ

カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
食
べ
物
が
１
つ

食
べ
ら
れ
ま
す
。（
う
ど
ん
・
お
で
ん
な
ど
）

○
開
会
式
の
後
に
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』

優
勝
「
Ｎ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
Ｄ
Ｓ
」

準
優
勝

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

○
閉
会
式
の
前
に
『
ビ
ン
ゴ
大
会
』
家
族
大

勢
の
参
加
で
確
率
ア
ッ
プ
�

「
Ｗ
ｉ
ｉ
も
当
た
る
！
！
」

種

目

町
民
体
育
館

健
康
年
齢
測
定
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ッ

フ
ル
ボ
ー
ド
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
握

力
背
筋
測
定
、
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
幼
児

コ
ー
ナ
ー
、
輪
投
げ
、

体
育
セ
ン
タ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要

で
す
。）

藍
住
中
学
校
体
育
館

ダ
ン
ス
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

新
体
操
、
エ
ア
ロ
な
ど
）

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ
ト
、

グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト
、
ペ
タ
ン
ク
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

第第
２２
回回
ああ
いい
ずず
みみ
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

家家
族族
みみ
んん
なな
でで
楽楽
しし
みみ
まま
しし
ょょ
うう

第第
２２３３
回回
藍藍
美美
展展

日
時

１０
月
３１
日
（
金
）
〜
１１
月
３
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

＊
抽
選
で
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
藍
住
町
美
術
協
会
事
務
局

（
�
６
４
１
・
１
１
８
１
）

１５ №７７２■ 広報あいずみ



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
四
国
観
光
協
定
」
を
四
国
４
県
の
観
光

協
会
共
同
で
実
施
し
ま
す
。
四
国
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
伝
統
行
事
な
ど
、
四
国
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
せ

ん
か
。
合
格
す
る
と
『
四
国
観
光
達
人
』
の

認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。

試
験
日

１２
月
１４
日
（
日
）

申
込
期
限

１１
月
１４
日
（
金
）

試
験
会
場

ア
ス
テ
ィ
徳
島
・
阿
南
ひ
ま
わ

り
・
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

受
験
料

３
、
１
５
０
円

問
（
財
）
徳
島
県
観
光
協
会

（
�
６
５
２
・
８
７
７
７
）

H
P
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四
国
観
光
検
定

ああ
なな
たた
もも
四四
国国
観観
光光
のの
達達
人人

入
場
整
理
券
申
込
受
付
中
〜
入
場
無
料
〜

日

時

１１
月
２４
日
（
月
・
祝
）

①
午
前
９
時
〜
正
午

講
師

原
田
史
郎
氏

②
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

講
師

矢
野
藍
秀
氏

場

所

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内

容

プ
ロ
の
染
め
作
家
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー

申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ－

メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
は
、
１１
月
７
日
（
金
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

Ｅ
ー
メ
ー
ル

kyouiku@
tow
n.aizum

i.tokushim
a.jp

藍
染
め
セ
ミ
ナ
ー

阿阿
波波
藍藍
染染
めめ
のの
伝伝
統統
とと
ここ
れれ
かか
らら

「「「「「「「「「「「「「「「「
天天天天天天天天天天天天天天天天
然然然然然然然然然然然然然然然然
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰灰
汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁
発発発発発発発発発発発発発発発発
酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵
建建建建建建建建建建建建建建建建
のののののののののののののののの
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力
」」」」」」」」」」」」」」」」

平平
成成
２２１１
年年
度度

徳徳
島島
県県
民民
手手
帳帳
予予
約約
受受
付付
中中

定
価

１
冊
５
０
０
円

申
込
期
限

１０
月
１７
日
（
金
）

問
企
画
調
整
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

・
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

１０
月
２２
日
（
水
）、１１
月
１２
日
（
水
）
午

前
１０
時
３０
分
か
ら

★
井
隈
読
書
会

・
１１
月
６
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

＜

１１
月
の
課
題
図
書＞

「
二
つ
の
旅
の
終
わ
り
に
」

エ
イ
ダ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ

★
図
書
館
開
館
２０
周
年
を
記
念
し
て
、
藍

住
町
内
に
お
住
ま
い
の
芸
術
家
の
方
達

に
よ
る
、
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

・
西
山

欣
子
氏
イ
ラ
ス
ト
展

１１
月
１
日
（
土
）
〜
３０
日
（
日
）
ま
で

★
イ
ラ
ス
ト
講
座

〜
色
え
ん
ぴ
つ
で
花
、
野
菜
を
描
こ
う
〜

講
師

西
山

欣
子
氏

日

時

１１
月
９
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所

図
書
館
２
階

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

持
参
す
る
物

細
い
絵
の
具
筆
・
色
鉛
筆

（
水
彩
色
鉛
筆
）

◎◎
休休
館館
日日

・
毎
週
月
曜
日

・
１０
月
１４
日

・
図
書
整
理
日
・
・
・
１０
月
１６
日
（
木
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
東
小
学
校
こ
ど
も
作
品
展

開
催
期
間

１１
月
２
日（
日
）〜
３０
日（
日
）

藍
染
伝
統
文
化
を
学
ぶ
児
童
の
工
芸
・
美

術
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

後

援

藍
住
町
・
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
・

町
観
光
物
産
協
会

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

２２
００
１１
１１
年年（（
平平
成成
２２３３
年年
））７７
月月
２２４４
日日

まま
でで
にに
今今
まま
でで
のの
テテ
レレ
ビビ
放放
送送（（
地地

上上
アア
ナナ
ロロ
ググ
放放
送送
））はは
終終
了了
しし
まま
すす

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買

い
換
え
る
②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す
③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
等
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
省
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
）

（
�
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１
）

（
�
０
３
・
４
３
３
４
・
１
１
１
１
）

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

ー
（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
）

（
�
０
５
７
０
・
０
１
・
２
０
１
１
）

（
�
０
４
５
・
３
４
５
・
４
０
８
０
）

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
祝

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

H
P
http
://w
w
w
.dpa.or.jp
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇

地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

近藤 紫水 選

運
動
会

児
童
は
踊
る

藍
こ
な
し

石
川

恭
子

敬
老
の

日
を
遠
ざ
け
て

書
に
耽
る

佐
藤

幸
子

大
花
野

ま
ぶ
し
き
川
面

曲
が
り
ゆ
く

山
本

義
子

故
郷
は

柿
も
た
わ
わ
に

実
る
頃

実
松

博

山
荘
の

炉
火
赤
々
と

秋
深
む

佐
藤

一
子

象
の
背
の

よ
う
な
ま
ゆ
山

小
鳥
来
る

宮
本
よ
し
子

ど
の
子
に
も

新
米
送
る

母
心

秋
月

秀
月

母
の
背
を

流
す
如
く
に

墓
洗
う

一
宮
チ
エ
子

自
転
車
と

乗
り
こ
む
渡
し

秋
遍
路

楠
野

智
子

背
後
か
ら

足
音
せ
ま
る

秋
の
暮

奥
村

文
子

加

章

測
量
の

花
野
に
高
く

手
を
挙
げ
て

紫

水

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）
を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

里 千代子 ９１歳 徳命字名田

浪花 英� ５３歳 富吉字須崎

元原 正 ６９歳 乙瀬字中田

暮石 登美子 ９２歳 矢上字北分

元木 ヨシ子 ８４歳 住吉字神蔵

宮下 正明 ８５歳 乙瀬字青木

中野 孝範 ７８歳 矢上字西

小� 博文 ７７歳 乙瀬字中田

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）
黒� 日向 （ひなた） 男 准 慈 ・ 優美子 奥野字原
多田 桜 （さくら） 女 典 弘 ・ 祥 子 笠木字西野
高瀬 永気 （えいき） 男 雅 章 ・ 晃 子 勝瑞字西地
小椋 陽菜 （ひ な） 女 昌 敏 ・ 容 子 住吉字乾
白江 孝誠 （こうせい） 男 孝 裕 ・ 治 美 富吉字岸ノ下
川上 ひなた 女 泰 弘 ・ 紗 知 矢上字安任
平島 心愛 （ここあ） 女 和 夫 ・ めぐみ 富吉字中新田
川田 翔琉 （かける） 男 利 治 ・ 直 美 矢上字安任
森影 渚 （なぎさ） 男 一 也 ・ チヨ子 奥野字乾
山口 陽菜 （ひなた） 女 裕 輔 ・ 絵利奈 徳命字前須東
藤原 龍大 （りゅうだい） 男 貴 大 ・ 美 和 富吉字須崎
十川 璃久 （り く） 男 卓 也 ・ 瑠 美 徳命字前須東
富士 大雅 （たいが） 男 達 也 ・ 良 美 矢上字北分
濱 彩人 （あやと） 男 健一郎 ・ 真祐美 奥野字乾
河端 大翔 （ひろと） 男 章 裕 ・ いずみ 徳命字元村
吉� 仁 （ひとし） 男 智 ・ 永 恵 乙瀬字出来地
多田 幹太 （かんた） 男 誠 ・ 麻 美 奥野字山畑
野� 咲南 （さ な） 女 祐 嗣 ・ 恭 子 東中富字東傍示
古川 諒 （あ き） 男 清 司 ・ 亜 実 奥野字乾
藤園 心咲 （みさき） 女 紀 文 ・ さおり 富吉字岸ノ下
宮本 真緒 （ま お） 女 康 史 ・ 奈津代 勝瑞字東勝地
森島 諒 （りょう） 男 光 明 ・ 百 代 矢上字北分
村上 巧真 （たくま） 男 佳 行 ・ 明 子 乙瀬字青木
板東 晴空 （は る） 男 伸 也 ・ 糸 栄 住吉字江端
丸山 美月 （みづき） 女 一 樹 ・ 翠 奥野字猪熊
藍原 功輔 （こうすけ） 男 恵 三 ・ 幸 子 奥野字矢上前

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
健康の話

健康チェック
健康の話

場 所

東中富老人憩の家

住吉老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

西部老人憩の家

住吉老人憩の家

東部老人憩の家

時 間

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

曜日

金

月

月

月

火

月

月

開催日

１０月１７日

１０月２０日

１０月２７日

１０月２７日

１１月４日

１１月１０日

１１月１０日

★

★
99月月

★

★

★
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西條北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

上
西
康
弘
さ
ん
（
勝

瑞
）
が
９
月
２３
日
か
ら

ト
ル
コ
の
イ
ズ
ミ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
第
１
回

世
界
ろ
う
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
約
３０
か
国
か

ら
約
５
０
０
人
の
選
手
が
参
加
）
に
出
場
し
、
や
り

投
げ
競
技
で
８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
回
の
記
録
は
５０
㍍
７３
㌢
で
自
己
ベ

ス
ト
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
来
年
台
北
で
開
催
さ
れ
る
第

２１
回
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
大
会
へ
の
出
場
も
決
定

し
ま
し
た
。

上
西
さ
ん
は
、
高
校
入
学
後
、
先
輩
の
勧
め
で
本

格
的
に
や
り
投
げ
競
技
を
始
め
、
高
校
総
体
等
で
上

位
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
し
て
か
ら

も
毎
日
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
な
ど
、
競
技

者
と
し
て
懸
命
の
努
力
を
し
た
結
果
、
全
国
ろ
う
あ

者
体
育
大
会
で
も
６
連
覇
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
の
１０
月
７
日
、
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
世

界
大
会
入
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
大
会
に
つ
い
て
「
自
己
ベ
ス
ト
を
越
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
標
で
あ
っ
た
８
位

以
内
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
外
国
選
手
の
体
格
や
パ
ワ
ー
に

驚
き
ま
し
た
。
体
格
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
補
っ
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
は
「
苦
労
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
努
力
を
し

た
結
果
で
す
。
体
調
に
気
を
付
け
て
来
年
の
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

上
西
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

藍
住
町
人
物（
ひ
と
）紹
介

第第第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回回回
世世世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界界界
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううう
者者者者者者者者者者者者者者者者者者
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
上上上上上上上上上上上上上上上上上上
競競競競競競競競競競競競競競競競競競
技技技技技技技技技技技技技技技技技技

選選選選選選選選選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手手手手手手手手手
権権権権権権権権権権権権権権権権権権
大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
やややややややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
投投投投投投投投投投投投投投投投投投
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増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

特定健診・インフルエンザ予防接種受診できます。TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）
●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・

ペインクリニック内科
マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

●携帯電話 インターネットから順番予約
get１０５２＠paa.jp へ空メール
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広告枠 １枠 ６０㎜×９０㎜
広告料 １回１枠 １８，０００円
詳細については、ＨＰをご覧になるか、下記

までお問い合わせください。
申・問 企画調整課（�６３７・３１２４）

※この広告の収益は防災事業に役立てられています。

確確 認認 先先

掲載ページ

３～５ページ

８ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり
ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

エーアイ
テレビの放送

○

ＨＰの掲載

○

○

担当課へのお問い合わせ
電話番号

６３７・３１１１

６３７・３１１１

担 当 課

総 務 課

総 務 課

記 事 名

一般会計決算報告

平成２１年度藍住町
臨 時 職 員 募 集

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診療時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

上西康弘さん

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで
ＡＩテレビ １日６回（ＡＩタウン情報）
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp
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広報あいずみ■ №７７２１８


